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本の概要： 

本書は、尹致昊（ユン・チホ、1865～1945）の人生および思想の形成とその変化を、近代

東アジアの知識人エトスの形成と変容の一例として示したものであり、朝鮮の近代、ひいて

は東アジアの近代を再考したものである。 

本書では、近代への転換期における東アジアの知識人エトスに注目し、近代東アジアにお

ける知識人の〈思想〉、〈構想・実践〉、その〈変容〉を問題とし、近代東アジアの知識人の

問題を検討した。近代東アジアの知識人が持つエトスは、漢学的素養および儒学的思想に基

づいた士大夫層の特性と、自国語リテラシーの素養および啓蒙思想に基づいた市民層の特

性が混在するものであり、両者が互いに連携し拮抗するなかで形成し変容していくもので

ある。尹致昊の思想の変化、朝鮮知識人の海外経験、啓蒙のエクリチュールに関する検討を

通じて、尹致昊の人生と思想は、当時の東アジアにおけるトランスナショナルな文化・政治

的状況によって形成され変容していたことを明らかにした。また、尹致昊の思想の変化にお

いては、その東アジアのトランスナショナリティという文脈に基づいた〈東アジア／朝鮮の

近代〉のダイナミズムがその背景となっていたことを確認し、朝鮮知識人の一例を通じて近

代東アジアの知識人エトスの特徴とその変容についての理解を示した。 
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